
⾧野県 千曲市
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少子化対策地域評価ツールの活用促進に向けた
自治体の交流機会の拡充や環境整備に係るモデル事業
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１．千曲市の概要

項目 概要

人口 58,202人
（令和５年１月１日現在）

面積 119.79㎢

位置 ⾧野県北信地方の南部

地理上の特徴
首都圏と中京圏・北陸圏を結ぶジャ
ンクションがあり、鉄道・国道が市内を
縦断する県内の交通の要衝

産業

【農林水産業】
トルコギキョウ
あんず
【商工業】
生産用機械器具製造業
【観光】
開湯120年の戸倉上山田温泉
日本遺産の姨捨の棚田

★平成15年に１市２町の合併により誕生し、今年で20周年を迎えます

⾧野市

上田市

千曲市

松本市
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２．検討メンバー一覧

所属 部署名 役職 リーダー

企画政策部 総合政策課 課⾧ ◎

次世代支援部 こども未来課 課⾧ ○

企画政策部 総合政策課 係⾧

企画政策部 総合政策課 担当係⾧

次世代支援部 こども未来課 係⾧

次世代支援部 こども未来課 主幹兼係⾧

総務部 行政マネジメント室 係⾧

企画政策部 市民協働課 係⾧

健康福祉部 福祉課 係⾧

健康福祉部 健康推進課 係⾧

健康福祉部 人権・男女共同参画課 係⾧

次世代支援部 保育課 係⾧

経済部 産業振興課 主幹兼係⾧

経済部 ふるさと振興課 主幹兼係⾧

建設部 建設課 係⾧

教育委員会 教育総務課 主幹兼係⾧

教育委員会 生涯学習課 係⾧



●これまでの少子化対策の取組

●モデル事業に応募した理由

・ 転入者がわずかに増加傾向にあることから、平成28年以降、社会増が続いているが、明確な要因がつかめ
ていない

・ 合計特殊出生率は、県内77市町村中71番目、19市中では最下位となっていることから、合計特殊出生
率の上昇は市の最重要課題となっている

・ 合計特殊出生率の上昇を目指し、子育て支援を充実させるなど様々な施策に取り組んでいるが、合計特
殊出生率が低い要因をはっきりとつかめていない

・ 少子化対策に係る事業は各部署が個別に実施しているが、庁内に横断的な体制がない

→本実地検証を通じ千曲市の現状と少子化の要因と課題を明確にし、少子化対策に係る部局横断的な
体制を構築したい

・ 子育て世代の金銭的負担の軽減支援として「赤ちゃん応援特別給付金」及び「子育て応援祝い品」として、
お一人につき５万円の給付とお祝いの品をプレゼント

・ 妊娠から出産、育児までをサポートするため、電子母子手帳サービス「千曲市子育て応援アプリ」を導入

・ 妊娠期から子育てにわたる切れ目のない支援を実施するため、「子育て世代包括支援センター」を設置

・ マタニティタクシー利用料金助成事業として、タクシー利用料金の一部を助成
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３．これまでの少子化対策の取組とモデル事業に応募した理由



（５）庁内ワークショップ

（３）ヒアリング調査

・ 不動産業者へ市内の賃貸物件及び住宅用地について聞き取り

・ 庁内検討メンバーにて計４回実施
① 地域の強みや課題などについて議論
② 課題仮説を踏まえた調査する内容を議論
③ 主観調査等の結果及び今後の検討方針（案）について議論
④ 今後取り組むべき課題について議論

・ 少子化の要因仮説を検証するため、①結婚新生活支援事業補助金申請者、②市職員、③転入者、
④乳幼児健診・離乳食相談対象者、⑤子育て支援センター利用者、⑥家屋取得者へそれぞれ調査

（２）アンケート調査

（４）既存の統計データ等から分析

・ 「国勢調査」や「経済センサス‐活動調査」などから分析し、出生や就業に係る現状を確認
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（１）「地域評価指標のひな型」から千曲市の特徴を確認

・ 本事業で提供いただいたツール（地域評価指標のひな形）を用いて、県内他市と比べて当市の強みや
課題などを確認し、少子化の要因に関して幅広い視点から仮説を立案

４．モデル事業で取り組んだこと



合計特殊出

生率（ベイズ

推計値）

未婚率

（女性）

（25～39歳）

未婚率

（男性）

（25～39歳）

有配偶

出生率

（15～49歳）

合計特殊

出生率内訳

第１子

合計特殊

出生率内訳

第２子

合計特殊

出生率内訳

第３子以降

（参考）

出生割合

第２子

- % % 対1000人 - - - -

H25～29年 H27年 H27年 H27年 H25～29年 H25～29年 H25～29年 H25～29年

長野市 47.4 42.8 62.6 52.1 55.5 47.5 36.6 0.37
松本市 47.3 49.5 56.6 59.4 56.3 48.4 34.3 0.38
上田市 46.5 55.6 53.9 51.5 50.2 47.8 43.4 0.38
岡谷市 51.9 52.6 44.6 43.5 50.9 49.1 53.8 0.37
飯田市 72.4 63.5 67.2 67.8 59.5 70.2 67.2 0.37
諏訪市 64.8 55.4 58.4 69.7 71.0 61.5 37.6 0.37
須坂市 41.5 43.4 45.7 49.9 38.8 48.9 50.5 0.39
小諸市 53.5 55.8 58.2 49.2 56.4 41.3 55.6 0.35
伊那市 60.6 61.9 53.9 47.7 56.6 55.7 58.3 0.37
駒ヶ根市 59.5 58.4 50.6 52.7 51.8 59.1 60.7 0.37
中野市 52.9 48.4 50.8 60.7 45.4 54.9 60.3 0.38
大町市 36.4 33.6 31.2 42.3 39.5 40.2 45.3 0.38
飯山市 39.9 29.1 33.1 48.7 34.2 50.3 53.1 0.39
茅野市 57.0 61.1 54.8 49.3 52.9 59.0 52.7 0.38
塩尻市 58.7 56.9 41.4 45.6 70.0 47.7 37.9 0.35
佐久市 50.9 58.5 56.0 51.1 48.8 53.0 51.3 0.38
千曲市 34.7 32 .0 37.8 40.2 37 .8 47 .1 37.7 0 .40
東御市 47.1 55.1 54.4 53.7 40.7 49.9 59.3 0.38
安曇野市 42.5 46.0 56.2 42.9 45.4 50.4 39.7 0.39
坂城町 34.5 40.4 32.6 21.9 38.3 17.9 64.6 0.33

(1) 「地域評価指標のひな型」から千曲市の特徴を確認
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●出生に関連する指標は、全ての項目で偏差値が50を下回り、7項目中5項目が30台と非常に低い水準
（合計特殊出生率（ベイズ推定値）と有配偶出生率（15～49歳）は19市中最下位）
●第２子の合計特殊出生率の偏差値は47.1で、７項目中一番高く、また、出生数全体に占める第2子の割合は
19市中最も高いことから、第１子と比べ第2子の出生が多いことが市の特徴となっているが、偏差値は19市での順位
は下から３番目であり、他市と比べればまだ水準は低い

色分け:赤は19市中上位3市、緑は19市中下位3市
偏差値は県内19市と坂城町の20市町の実数から算出

５．わがまちの特徴と課題



(2) アンケート調査結果
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●理想の子の数が持てない一番の理由では、「子育
てや教育にお金がかかるため」が約半数を占め、次
いで「高齢出産になるため」、「収入が低い」の順とな
り、上位４項目で約8割を占めた

●理想の子の数が持てない理由の一番目から三番目
に選択された件数は、「子育てや教育にお金がかか
るため」が第１位、「収入が低い」が第２位と、金銭
面が出生に対するハードルになっている

●転入時の世帯構成を「夫婦のみ」と「子どもあり」で比較したところ、
約７割が「子どもあり」世帯であり、子どもと一緒に転入してくる世帯が多い

●転入時「子どもあり」の世帯のうち、転入後に出産の予定がある世帯は
約半数 （79世帯/162世帯＝48.8％）

●転入後に出産予定の子の数より、一緒に転入してきた子の数の方が多い
（240人＞198人）

●転入時、賃貸住宅に居住していた「夫婦のみ」世帯の多くは、職場の近く
や通いやすいことを理由に千曲市を選んでいる（次ページの表を参照）

●身近に育児支援者がいる世帯は約8割

●理想の子の数が持てないことについて、身近の育児支援者の存在による違
いは見られなかった

５．わがまちの特徴と課題

転入時
世帯構成

転入時の
子の数
（総数）

転入後に
出産予定
の子の数
（総数）

（人） （人）

夫婦のみ 66 (29%) 0 105

子どもあり 162 (71%) 240 93

計 240 198

世帯総数

（世帯）

うち出産の
予定がある
世帯

（世帯）

139228

79

60

理想の子の数が持てない一番の理由 理想の子の数が持てない理由（1,2,3位の合計）

理想と現実の子の数の差の有無と
身近の育児支援者の存在との関係



(3) ヒアリング調査結果
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出典:国土交通省地価公示及び都道府県地価調査

【参考】 転入者向けアンケートによる
居住形態が一戸建ての世帯が千曲市を選んだ理由

５．わがまちの特徴と課題

（件）

総数 1位 2位 3位
親等が近くにいるため 74 28 37 9
他市町村で探していたがなかったため 61 46 10 5
近隣市町村より土地の単価が低いため 52 14 25 13
親等から土地・建物を取得したため 45 38 3 4
生まれ育った市なので 37 6 20 11
お互いの通勤に程よい位置 35 7 13 15
親等と同居・隣居するため 31 16 8 7
利便性が高いため 25 4 10 11
自分の職場が近いため 23 8 6 9
自然環境が良いため 16 1 12 3
その他 12 10 1 1
子育ての環境が良いため 11 4 2 5
配偶者の職場が近いため 7 2 1 4
近隣市町村より賃料が低いため 5 0 1 4
子育て支援が充実しているため 0 0 0 0

（件）

総数 単身 夫婦のみ 子あり
自分の職場が近いため 53 31 12 9
親等が近くにいるため 49 6 16 20
お互いの通勤に程よい位置 43 10 21 8
他市町村で探していたがなかったため 35 11 11 9
利便性が高いため 27 10 10 6
生まれ育った市なので 25 4 12 7
配偶者の職場が近いため 25 4 19 1
近隣市町村より賃料が低いため 22 6 13 2
自然環境が良いため 17 7 6 3
近隣市町村より土地の単価が低いため 12 0 6 4
親等と同居・隣居するため 10 4 4 2
その他 7 1 3 3
子育ての環境が良いため 6 0 2 4
親等から土地・建物を取得したため 5 1 1 2
子育て支援が充実しているため 2 0 1 1

●千曲市に隣接している⾧野市南部の地域と比べると土地は安い

●⾧野市南部で土地を探していたが予算が合わなくなった人が土地に係る
費用を抑えるため千曲市を選んでいる

●転入の候補地として最初から千曲市を考えている人は少ない

●カップル・新婚世帯は職場の近くでアパートを借りる人が多い

●近隣の⾧野市や上田市と比べ雇用の場が少なく、若い人が市外に転出
している印象がある

【参考】 転入者向けアンケートによる
居住形態が民間の賃貸住宅の世帯が千曲市を選んだ理由

【参考】 住宅用地の価格



(4) 既存の統計データ等から分析
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出典:⾧野県「毎月人口異動調査」 出典:総務省統計局「国勢調査」

転入者数と転出者数の推移 女性の転入超過率

出典:総務省統計局「国勢調査」

●20～40代の有配偶率は、男女共に平成27年では全世代
で県平均を下回っていたが、令和２年では30代,40代の世
代が大きく上昇し、30代と40代後半は県平均を上回った

●転入者数が緩やかな増加傾向にあり2016年から７年連
続で社会増

●平成27年と令和２年の20～24歳女性の転入超過率は
平成22年と比べ大きく低下

●令和２年の10歳未満と30代の転入超過率は男女ともに
高く、平成27年と比べ大きく上昇

５．わがまちの特徴と課題

有配偶率の県内19市における千曲市の偏差値

女性 男性



様々な結果から以下のことがわかりました
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●未就学児を持つ世帯が転入しやすい
・⾧野市南部など近隣地域と比べて土地が安い
・⾧野市など近隣へのアクセスが良く通勤しやすい
・実家が土地を持っている

５．わがまちの特徴と課題

強み

●20代の有配偶率が低い
●出生数が少ない
●20歳前後の若年層が転出超過

強みを活かし
続ける

問題点

対応策が必要

など

など
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ＰＲすることで
転入世帯も増加

●千曲市の主な問題点とその要因

20代の
有配偶率が
低い

合計特殊
出生率が低い

千曲市で
生まれる子の
数が少ない

若年層が
少ない

大学卒業
後に戻って
こない

育児に係
る経済的
負担

子と一緒に
転入する
世帯が多
い

小児科が
少ない

結婚したい
と思ってい
ない? 産科がな

い

女性や若
年層が希
望する職が
少ない

高校卒業
後に転出

●今後の方策
出会いの
場が少な
い 出会いの場の創出

安心して出産ができ、育児し
やすいまちづくり

様々な雇用の場の創出

結婚に対する意識調査
（要因の深掘り）

出産・育児にかかる経済的
負担を軽減

６．課題を踏まえた対応策
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●本事業を通じて得られた結果や討議した内容も踏
まえ、既存の施策とも照合させながら、新たな施策・
強化すべき施策の検討を行う。

●本事業で得られた課題等を深掘りするため、主観調
査を実施し、得られた結果から具体的施策の検討
を行う。

●本事業で構築した検討体制を引き継ぎ、令和５年
度も部局横断的な体制を構築する。

●検討した結果、令和５年度に実施可能なものは
順次取組を開始する。

●検討した施策を令和６年度以降実施できるよう、
予算化を行う。

部局横断的な体制を構築

施策の実施

具体的施策の検討

有配偶率が上昇

出生率が上昇

出生数が増加

７．今後の展望

若者が増加
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●少子化対策について部局横断的に対応

８．モデル事業で得たこと

●少子化対策に係る強みや問題点の明確化

各部署で少子化対策に係る事業を実施しており、その多くは個別での実施にとどまっていたが、ワークショップで意

見交換や議論を深めることができ、本事業を通じて部局横断的に情報を共有することもできた。

「地域評価指標のひな形」の活用により、県内他市と比較して当市の特徴が確認でき、その特徴の要因について、

既存の統計データや、実施したアンケート調査及びヒアリング調査から客観的に分析し、明確にすることができた。
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（参考）年間目標・スケジュール

時期 5月 6月 7月 8月 9月

到達目標
(マイルス
トーン)

◎ 少子化対策事業の現状把
握、課題整理

◎ 出生に関連する市の特徴を整理 ◎ 仮説の検証に必要なデータの収
集を計画

◎ データ収集（アンケート調査等）
の準備

◎ アンケート調査の準備

実施内容

 現状の棚卸
 現状分析

 キックオフミーティング
 現状分析
 市の特徴の整理

 仮説の立証及びそれに必要な
データ取集方法の検討（アンケー
ト調査、関係団体等との意見交
換会など）

 データ収集（アンケート調査等）
の準備

 アンケート調査の準備

市WS ○ ○

県WS ○

時期 10月 11月 12月 2023年 1月 2月～3月

到達目標
(マイルス
トーン)

◎ アンケート調査の準備 ◎ アンケート調査の実施 ◎ アンケート調査等結果の分析
◎ 少子化の要因仮説の検証

◎ 少子化の要因仮説の検証
◎ 今後の方向性の整理
◎ 今年度の成果のまとめ

◎ 今年度の成果の発表
◎ 少子化対策の新規施策の立案、
既存施策の見直し

◎ 来年度以降の組織体制の立案

実施内容

 アンケート調査の準備  アンケート調査等の実施
 調査結果データ入力・分析

 アンケート調査等の実施
 調査結果データ入力・分析
 少子化の要因仮説の検証

 少子化の要因仮説の検証
 今後の方向性の整理
 今年度の成果のまとめ

 今年度の成果の発表
 課題解決のための施策を検討
 来年度以降の組織体制の検
討

市WS ○ ○

県WS ○
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（参考）市ワークショップでの取り組み内容

●各メンバーがグループに分かれ、千曲市の強み・課題について議論
出た意見を分野別・ライフステージ別に整理
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（参考）市ワークショップでの取り組み内容

●地域評価指標のひな型や既存の調査結果を参考に、市の特徴や出生に関連する指標の要因仮説などに
ついて議論
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（参考）市ワークショップでの取り組み内容

●課題仮説を踏まえ、調査する内容を検討

●調査から得られた結果を取りまとめ、
今後の方針を検討

●検討した調査を実施
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（参考）市ワークショップでの取り組み内容

●地域住民の実態と理想像に応じた対応策の方向性を整理
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（参考）アンケート調査の結果より

●理想の子の数が持てない理由の１位から3位までを聞いたところ、圧倒的に「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」が多かった。また、
「収入が低い」は2位の理由として選んでいる人が多いため、全体として２番目に多くなっている。
また、「収入が低い」を第２位とした方の86％が「子育てや教育にお金がかかりすぎるから」を第1位に選んだ。

（人）

理想の子の数が持てない理由（1,2,3位の合計）

（人）

1位 2位 3位

子育てや教育にお金がかかる 51 16 2

収入が低い 8 22 11

１位「子育てや教育にお金がかかる」かつ２位「収入が低い」 19

↑22人の86％
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（参考）既存の統計データ等からの分析結果

●合計特殊出生率に大きく影響する25～39歳の日本人未婚率は19市中唯一男女共平成27年より低下した。
●令和2年の日本人女性の５歳階級別未婚率について、5年前からの変化をみたところ、30代、40代は変化度数が大きく、特に
30代は19市中一番大きな変化を示した。

令和２年の日本人女性における５年前の
年齢５歳階級別未婚率との差25～39歳日本人の未婚率について（令和２年）

女性 男性
女性

偏差値

男性

偏差値

女性

(Ｈ27)

男性

(Ｈ27)

女性

(率の差)

男性

(率の差)

％ ％ ％ ％ ポイント ポイント

⾧野県 37.0 51.4 35.7 49.5 1.3 1.8

⾧野市 38.3 49.2 46.2 60.0 36.9 47.3 1.5 1.9

松本市 37.1 50.3 50.8 56.6 35.5 48.5 1.6 1.9

上田市 35.6 50.6 56.2 55.6 34.4 49.2 1.2 1.4

岡谷市 37.4 52.0 49.6 51.4 35.0 51.3 2.4 0.7

飯田市 33.3 48.4 64.6 62.4 33.1 46.3 0.3 2.1

諏訪市 36.4 52.5 53.4 49.9 34.5 48.2 1.9 4.4

須坂市 36.7 52.0 52.4 51.6 36.8 51.1 ▲ 0.1 0.9

小諸市 35.1 50.9 58.3 54.9 34.5 48.3 0.6 2.5

伊那市 38.5 53.6 45.5 46.8 33.3 49.2 5.2 4.4

駒ヶ根市 34.9 52.4 58.8 50.4 34.0 49.9 0.9 2.4

中野市 38.3 52.5 46.3 49.9 35.8 50.0 2.5 2.6

大町市 44.2 59.1 24.6 30.1 38.6 54.3 5.7 4.7

飯山市 42.6 58.9 30.5 30.6 39.4 53.9 3.2 5.0

茅野市 34.7 51.3 59.7 53.7 33.4 49.0 1.2 2.3

塩尻市 34.8 53.3 59.2 47.6 34.3 52.1 0.5 1.2

佐久市 34.2 48.3 61.3 62.8 34.0 48.8 0.2 ▲ 0.6

千曲市 36.7 51.8 52.1 52.0 38.9 52.9 ▲ 2.1 ▲ 1.0

東御市 39.0 52.8 44.0 49.0 34.6 49.2 4.4 3.7

安曇野市 37.6 49.5 49.1 59.1 36.3 48.7 1.3 0.8

坂城町 40.8 60.6 37.3 25.7 37.3 54.0 3.5 6.5

出典:総務省統計局「国勢調査結果」



21

（参考）既存の統計データ等からの分析結果

出典:⾧野県「毎月人口異動調査」

●子どもの転入は0～3歳が多い。
●0～3歳では2020年以降転出が減少傾向。

転入-転出総数
2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

0歳 1 1 20 12 23 8 21
1歳 16 14 16 3 21 20 27
2歳 20 23 8 25 23 20 24
3歳 13 10 21 9 25 15 25
4歳 10 9 9 7 10 6 9
5歳 11 7 12 7 14 -2 15
6歳 8 2 -1 1 8 11 11
7歳 4 7 10 5 4 5 9
8歳 -2 6 4 5 6 2 2
9歳 9 3 4 2 3 1 -6



総数
20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

諏訪 1.17 松本 1.10 松本 1.10 諏訪 1.15 諏訪 1.11 諏訪 1.11 諏訪 1.19 諏訪 1.18
松本 1.16 諏訪 1.10 駒ヶ根 1.09 駒ヶ根 1.12 駒ヶ根 1.10 飯田 1.09 松本 1.09 松本 1.10
飯田 1.10 飯田 1.08 飯田 1.08 飯田 1.09 松本 1.09 松本 1.09 長野 1.07 飯田 1.09
長野 1.09 駒ヶ根 1.07 諏訪 1.07 松本 1.07 飯田 1.09 長野 1.07 駒ヶ根 1.07 長野 1.08
駒ヶ根 1.09 長野 1.07 大町 1.06 大町 1.06 長野 1.05 塩尻 1.06 塩尻 1.06 塩尻 1.07
上田 1.04 飯山 1.04 長野 1.06 飯山 1.05 飯山 1.05 駒ヶ根 1.05 飯田 1.06 大町 1.04
茅野 1.04 上田 1.03 東御 1.05 長野 1.05 塩尻 1.03 東御 1.04 中野 1.05 中野 1.04
佐久 1.02 茅野 1.02 飯山 1.04 東御 1.05 大町 1.03 上田 1.02 大町 1.04 駒ヶ根 1.04
県 1.00 県 1.00 上田 1.02 上田 1.02 上田 1.02 中野 1.01 上田 1.04 上田 1.03
伊那 0.99 佐久 1.00 伊那 1.01 県 1.00 中野 1.01 県 1.00 伊那 1.02 飯山 1.02
大町 0.96 伊那 1.00 岡谷 1.00 塩尻 1.00 伊那 1.00 伊那 0.99 飯山 1.02 岡谷 1.01
須坂 0.96 岡谷 0.99 茅野 1.00 岡谷 0.99 県 1.00 飯山 0.98 県 1.00 県 1.00
飯山 0.95 東御 0.97 県 1.00 伊那 0.99 東御 1.00 大町 0.98 佐久 0.98 佐久 0.99
中野 0.93 大町 0.97 佐久 0.97 佐久 0.96 岡谷 0.97 佐久 0.97 小諸 0.97 伊那 0.99
塩尻 0.90 須坂 0.96 須坂 0.94 須坂 0.95 佐久 0.96 岡谷 0.95 岡谷 0.96 小諸 0.95
岡谷 0.89 塩尻 0.90 安曇野 0.91 中野 0.95 小諸 0.94 小諸 0.95 須坂 0.95 茅野 0.95
東御 0.86 中野 0.90 千曲 0.89 茅野 0.93 茅野 0.93 須坂 0.93 東御 0.95 須坂 0.94
安曇野 0.83 安曇野 0.89 塩尻 0.89 小諸 0.90 須坂 0.92 茅野 0.93 茅野 0.92 東御 0.91
小諸 0.81 小諸 0.88 中野 0.89 千曲 0.90 千曲 0.91 安曇野 0.88 安曇野 0.88 安曇野 0.90
千曲 0.78 千曲 0.83 小諸 0.88 安曇野 0.90 安曇野 0.88 千曲 0.85 千曲 0.86 千曲 0.87

男性
20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

松本 1.13 飯山 1.09 東御 1.18 東御 1.16 塩尻 1.11 東御 1.18 塩尻 1.15 諏訪 1.21
諏訪 1.12 松本 1.08 大町 1.15 諏訪 1.09 東御 1.11 塩尻 1.14 諏訪 1.14 松本 1.13
駒ヶ根 1.10 東御 1.07 駒ヶ根 1.09 大町 1.09 松本 1.09 松本 1.09 松本 1.10 塩尻 1.11
飯田 1.09 茅野 1.07 松本 1.08 駒ヶ根 1.09 大町 1.07 飯田 1.08 長野 1.08 長野 1.10
茅野 1.08 飯田 1.06 飯田 1.07 塩尻 1.08 飯田 1.07 長野 1.07 飯田 1.06 飯田 1.09
長野 1.06 駒ヶ根 1.05 長野 1.04 飯田 1.08 諏訪 1.07 諏訪 1.06 大町 1.06 大町 1.02
上田 1.03 諏訪 1.04 飯山 1.03 松本 1.06 駒ヶ根 1.06 駒ヶ根 1.02 伊那 1.03 岡谷 1.02
大町 1.03 須坂 1.04 茅野 1.02 飯山 1.06 飯山 1.05 上田 1.00 上田 1.03 中野 1.01
須坂 1.02 岡谷 1.04 岡谷 1.02 長野 1.04 長野 1.05 県 1.00 東御 1.00 上田 1.00
佐久 1.01 長野 1.04 県 1.00 岡谷 1.01 県 1.00 伊那 0.98 県 1.00 飯山 1.00
中野 1.00 大町 1.02 上田 1.00 上田 1.01 上田 0.99 飯山 0.97 中野 1.00 県 1.00
県 1.00 上田 1.02 諏訪 1.00 県 1.00 伊那 0.97 大町 0.97 駒ヶ根 1.00 伊那 0.98
伊那 0.94 県 1.00 須坂 0.97 須坂 0.98 中野 0.97 中野 0.96 飯山 0.99 茅野 0.96
塩尻 0.94 佐久 0.95 佐久 0.94 茅野 0.95 岡谷 0.96 岡谷 0.96 小諸 0.98 東御 0.96
東御 0.93 塩尻 0.94 伊那 0.94 伊那 0.95 須坂 0.95 小諸 0.93 須坂 0.96 佐久 0.96
岡谷 0.92 伊那 0.94 塩尻 0.93 中野 0.94 茅野 0.93 須坂 0.93 佐久 0.94 小諸 0.96
飯山 0.89 小諸 0.92 千曲 0.93 佐久 0.92 小諸 0.93 茅野 0.92 岡谷 0.94 駒ヶ根 0.95
安曇野 0.86 安曇野 0.91 安曇野 0.90 千曲 0.91 佐久 0.92 佐久 0.92 茅野 0.92 須坂 0.93
千曲 0.81 中野 0.90 小諸 0.90 小諸 0.89 千曲 0.92 安曇野 0.85 安曇野 0.83 安曇野 0.84
小諸 0.79 千曲 0.88 中野 0.87 安曇野 0.89 安曇野 0.84 千曲 0.84 千曲 0.83 千曲 0.82

女性
20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

諏訪 1.21 諏訪 1.17 諏訪 1.18 諏訪 1.22 諏訪 1.17 諏訪 1.18 諏訪 1.24 諏訪 1.14
松本 1.20 松本 1.13 松本 1.12 駒ヶ根 1.16 駒ヶ根 1.15 飯田 1.11 駒ヶ根 1.15 駒ヶ根 1.14
長野 1.12 飯田 1.10 伊那 1.11 飯田 1.10 飯田 1.11 松本 1.08 中野 1.11 飯田 1.09
飯田 1.10 長野 1.10 飯田 1.09 松本 1.10 松本 1.10 駒ヶ根 1.08 松本 1.08 中野 1.07
駒ヶ根 1.07 駒ヶ根 1.10 長野 1.08 長野 1.07 中野 1.07 中野 1.06 飯田 1.06 大町 1.06
上田 1.05 伊那 1.07 駒ヶ根 1.07 飯山 1.05 長野 1.06 長野 1.06 長野 1.06 上田 1.06
伊那 1.04 上田 1.05 飯山 1.05 伊那 1.04 上田 1.05 上田 1.04 飯山 1.05 松本 1.06
佐久 1.03 佐久 1.05 上田 1.04 上田 1.03 飯山 1.04 佐久 1.02 上田 1.05 長野 1.06
飯山 1.02 県 1.00 佐久 1.01 大町 1.02 伊那 1.04 県 1.00 佐久 1.03 飯山 1.05
県 1.00 飯山 0.98 県 1.00 佐久 1.00 県 1.00 伊那 1.00 大町 1.02 佐久 1.03
茅野 0.99 茅野 0.96 岡谷 0.98 県 1.00 佐久 1.00 大町 1.00 伊那 1.01 塩尻 1.02
須坂 0.89 岡谷 0.92 茅野 0.97 岡谷 0.97 大町 0.99 飯山 0.99 県 1.00 岡谷 1.01
大町 0.88 大町 0.90 大町 0.96 中野 0.96 岡谷 0.98 小諸 0.96 岡谷 0.99 伊那 1.00
中野 0.86 中野 0.90 安曇野 0.92 小諸 0.92 小諸 0.96 塩尻 0.96 塩尻 0.95 県 1.00
岡谷 0.86 須坂 0.87 中野 0.91 須坂 0.91 塩尻 0.93 岡谷 0.95 須坂 0.95 安曇野 0.97
塩尻 0.86 安曇野 0.87 須坂 0.90 茅野 0.91 安曇野 0.93 茅野 0.94 小諸 0.95 須坂 0.96
小諸 0.83 東御 0.85 東御 0.86 安曇野 0.91 茅野 0.92 須坂 0.93 安曇野 0.93 小諸 0.94
安曇野 0.81 塩尻 0.84 小諸 0.84 東御 0.89 千曲 0.90 安曇野 0.93 茅野 0.92 千曲 0.94
東御 0.77 小諸 0.83 千曲 0.84 千曲 0.89 須坂 0.89 東御 0.90 千曲 0.90 茅野 0.93
千曲 0.74 千曲 0.76 塩尻 0.82 塩尻 0.87 東御 0.86 千曲 0.87 東御 0.88 東御 0.85
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（参考）既存の統計データ等からの分析結果

出典:総務省統計局「平成27年国勢調査 従業地・通学地集計」

●20～59歳就業者の昼夜間人口比を県内19市で比較したところ、千曲市は
最も低かった。（昼間の人口の方が少ない＝市外に働きに出ている）
●昼夜間人口比の年齢５歳階級別では男女共にどの階級も低い。
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（参考）既存の統計データ等からの分析結果

※特化係数は千曲市の従業者割合上位8業種（従業者の約9割）で作成

●就業者全体の流出入状況は、⾧野市が流入、流出
共に6割以上を占めている。

●事業所数について、千曲市は⾧野県や全国と比べて
「製造業」の割合が高い。

●従業者数割合の特化係数では、製造業が非常に高
く、サービス業（他に分類されないもの）が低い。また、
県ではやや高い建設業が千曲市では低い。
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建設業

生活関連サービス業，娯楽業

不動産業，物品賃貸業

医療，福祉

サービス業（他に分類されないもの）

その他

出典:総務省統計局「平成27年国勢調査 従業地・通学地集計」

出典:総務省・経済産業省「平成28年経済センサス‐活動調査結果」

事業所数割合

従業者数割合 特化係数


